
大 阪 農 業 時 報（7）

　

農
業
会
議
は
７
月
13
日
、
大
阪
市

内
で
令
和
４
年
度
に
新
た
に
創
設
さ

れ
た
「
雇
用
就
農
資
金
」
の
実
施
経

営
体
へ
の
事
業
説
明
会
・
研
修
会
を

開
催
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
の
対
象
と
な
っ
た

し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
と
説
明
。

　

人
材
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
大
き

な
要
素
は
、
従
業
員
の
や
る
気
を
持

続
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
大
な
る
も

の
が
賃
金
管
理
で
あ
る
。
賃
金
は
労

働
時
間
に
比
例
す
る
こ
と
か
ら
、
従

業
員
は
と
も
す
れ
ば
生
活
残
業
（
生

活
す
る
た
め
の
残
業
）
を
し
が
ち
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
、
生
活
保
障
と
と
も
に
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
応
じ
て
賃
金
を
上
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
従
業
員
の
業
務

達
成
の
対
価
と
し
て
賃
金
の
充
実
が

あ
る
べ
き
で
あ
り
、
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
の
経
営
者
は
従
業
員
の
経
験

や
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
給
与
体
系
を

整
備
し
て
、
そ
の
見
え
る
化
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
と
呼
び
か
け
た
。

�

（
光
崎
）

の
は
、
令
和
４
年
７
月
１
日
研
修
開

始
の
第
１
回
募
集
で
採
択
さ
れ
た
府

内
の
農
業
経
営
体
と
雇
用
就
農
者
。

　

事
業
説
明
会
で
は
、
農
業
会
議
か

ら
事
業
実
施
上
の
要
件
や
留
意
点
、

助
成
金
交
付
申
請
に
必
要
な
書
類
の

作
成
・
提
出
方
法
等
に
つ
い
て
説

明
。
ま
た
、
大
阪
府
農
業
共
済
組

合
か
ら
、
収
入
保
険
制
度
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
特
定
社
会
保
険

労
務
士
の
橋
本
將
詞
氏
が
「
農
業

の
人
事
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

人
事
管
理
の
基
本
は
労
務
管
理
に

あ
り
、
労
働
基
準
法
や
最
低
賃
金

法
な
ど
の
労
働
法
規
が
規
定
す
る

基
本
的
な
内
容
に
加
え
て
、
従
業

員
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
安
心
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従業員に働き甲斐を実感させることが
大切と話す橋本氏

「
雇
用
就
農
資
金
」
事
業
説
明
会
・

 

研
修
会
を
開
催

第
76
回
常
設
審
議
委
員
会

　

農
業
会
議
は
７
月
19
日
、
第
76
回

常
設
審
議
委
員
会
を
大
阪
市
内
・
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
大
阪
信
連
事
務
セ
ン
タ
ー

で
開
い
た
。

　

第
１
号
議
案
の
農
地
法
第
４
条
及

び
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
聴

取
に
回
答
す
る
件
（
高
槻
市
、
茨
木

市
、
豊
能
町
、
能
勢
町
、
和
泉
市
、

岸
和
田
市
、
泉
佐
野
市
、
阪
南
市
、

堺
市
、
太
子
町
、
富
田
林
市
、
河
内

長
野
市
、
八
尾
市
、
東
大
阪
市
、
枚

方
市
、
交
野
市
農
業
委
員
会
会
長
）

31
件
（
３
万
０
０
３
６
平
方
㍍
）
を

許
可
や
む
を
得
な
い
と
認
め
、
回
答

す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
農
地
法
第
４
条
の

追
認
案
件
で
、
長
年
、
農
業
委
員
会

が
無
断
転
用
を
分
か
っ
て
な
か
っ
た

と
、
と
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
、
今
後

注
意
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見

が
で
た
。

【
第
１
号
議
案
】

　
　
　

 

件
数�
面
積
（
平
方
㍍
）

第
４
条　

８�
５
８
５
４

第
５
条　

23�

２
万
４
１
８
２

合　

計　

31�

３
万
０
０
３
６

（
農
地
区
分
別
件
数
は
、
３
種
農
地

21
件
、
２
種
農
地
８
件
、
１
種
農
地

１
件
、
農
用
地
区
域
内
農
地
１
件
）

訃　

報

　

摂
津
市
農
業
委
員
会
会
長
の
池

上
良
雄
氏
が
、
７
月
１
日
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
80
歳
。
平
成
26
年
７

月
か
ら
農
業
委
員
、
同
29
年
７
月

か
ら
は
農
委
会
長
。

全
国
農
業
図
書
案
内

■
農
業
の
雇
用
シ
リ
ー
ズ
３ 

 

　

初
め
て
の
労
働
保
険
・
社
会
保
険

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
、
雇
用
保

険
）
及
び
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
等
）
に
関
す
る
基
礎

的
な
事
項
を
網
羅
。
今
回
の
改
訂
で

は
、
労
災
保
険
で
事
業
の
種
類
の
決

定
方
法
及
び
業
務
遂
行
性
・
業
務
起

因
性
、
通
勤
災
害
な
ど
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。

　

初
め
て
の
採
用
に
臨
む
農
業
経
営

者
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
丁
寧
に

記
述
し
て
お
り
、
優
秀
な
人
材
の
採

用
や
育
成
、
合
理
的
な
労
務
管
理
を

行
お
う
と
す
る
農
業
経
営
者
の
手
引

き
書
と
し
て
、
広
く
ご
活
用
頂
き
た

い
一
冊
（
コ
ー
ド
Ｒ
３
―
32
、
４
５

０
円
、
Ａ
４
判
27
頁
）。

大
阪
市
で
農
業
専
門
委
員
研
修

　

大
阪
市
は
６
月
27
日
、
農
業
専
門

委
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

農
業
会
議
か
ら
は
、
北
川
次
長
兼

総
務
課
長
兼
農
政
課
長
が
出
席
し
、

農
地
利
用
状
況
調
査
や
生
産
緑
地
制

度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

地
区
連
総
会
、
各
地
で
開
催

　

６
月
～
７
月
に
か
け
て
、
府
内
各

地
で
農
委
地
区
連
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
農
業
会
議
か
ら
は
、
農
業
情
勢

と
農
業
委
員
会
組
織
の
課
題
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

（
①
開
催
日
、
②
開
催
場
所
、
③
農

業
会
議
事
務
局
出
席
者
）。

〇�

豊
能
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・

渡
邊
博
池
田
市
農
委
会
長
）

　

�

①
６
月
30
日
、
②
池
田
市
役
所
、

③
中
島
副
主
幹

〇�

泉
南
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・

木
下
良
三
岸
和
田
市
農
委
会
長
）

　

�
①
７
月
４
日
、
②
阪
南
市
役
所
、

③
中
島
副
主
幹

〇�

中
河
内
地
区
農
委
連
合
会
（
会

長
・
齊
藤
曉
八
尾
市
農
委
会
長
）

　

�

①
７
月
６
日
、
②
柏
原
市
役
所
、

③
鈴
木
専
務
理
事
兼
事
務
局
長

摂
津
市
農
委
会
会
長

�

池
上
良
雄
氏
が
逝
去


